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１SFC-CNS 利用内規
SFC-CNSのサービスを使用するにあたって、 
利用者が守らなければならない内規を掲載します。

以下のとおり、湘南藤沢キャンパス－キャンパスネットワークシステム（以下 SFC-CNSという）の利用内規を
定める。

• SFC-CNS利用者は、SFC-CNSが学術用ネットワークであることを承知しているものとする。
• 教育・研究目的に該当しない以下のような行為には、SFC-CNSアカウントの利用承認の取り消し、ま

たは一定期間SFC-CNSの利用を停止する場合がある。アカウントの利用承認取り消しや利用停止に
よって、履修単位を取得できないなどの不利益を被ることがあるので、注意すること。 

• 営利目的での利用
• 公序良俗に反する行為
• 他人のプライバシーを侵す行為
• ネットワークの正常な運用を妨害する行為
• 著作権などの知的所有権を侵害する行為
• 慶應義塾大学の品位を落とすような行為
• その他、法令、学内規定に違反する行為 

• ネットワークの正常な運用を妨げる機器が発見された場合、SFC-CNSとの接続を遮断する場合がある。
• この内規は、不定期に見直されることがある。その場合は、現在の内規に上書きして運用される。 

湘南藤沢キャンパスは、以上を承知した者にSFC-CNSのアカウントを発行する。

以上

制定：2003年（平成15年）9月3日 
施行：2003年（平成15年）9月3日

CNS/ERNS利用者各位 湘南藤沢キャンパス

湘南藤沢キャンパス－キャンパスネットワークシステム利用内規 
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２CNS 関係連絡先
CNSサービスに関連する、各組織の連絡先一覧です。 
なにか困ったことやトラブルがあった際は気軽にお
尋ねください。

ITC
• 場所  メディアセンター 1F 北側（CNS/ERNSサービス窓口）
• 電子メール  cns-request@sfc.keio.ac.jp
• WEBサイト  http://itc.sfc.keio.ac.jp/
• 外線  0466（49）3423
• 窓口受付時間 9:15～17:00（土・日・祝日・慶應義塾の定める休日は休業）

CNSコンサルタント
• 場所  メディアセンター 1F CNSコンサルタントブース
• 電子メール  cns-consultant@sfc.keio.ac.jp
• WEBサイト  http://cnscon.sfc.keio.ac.jp/
• 外線  0466（49）3425
• 窓口受付時間 9:20～22:30（土・日・祝日・慶應義塾の定める休日は休業）

AVコンサルタント
• 場所  メディアセンター 1F AVカウンター
• 電子メール  av-staff@sfc.keio.ac.jp
• WEBサイト  http://www.sfc.lib.keio.ac.jp/general/avcir.html   

                                      http://avcon.sfc.keio.ac.jp/portal/
• 窓口受付時間 通常開館日　9:15～22:30（土～18:30）

   短縮開館日　9:15～17:30（土～15:30/土曜日の11:30~12:30は昼休み） 
                    （日・祝日・慶應義塾の定める休日は休業）

データベースコンサルタント
• 場所  メディアセンター 2F データベース検索コーナー
• 電子メール  dbconsultant@sfc.keio.ac.jp
• WEBサイト  http://dbcon.sfc.keio.ac.jp/
• 窓口受付時間 15:00～21:00（土・日・祝日・慶應義塾の定める休日は休業）

NMC Factotum
• 場所  看護医療学部 図書室内 マルチメディア相談カウンター
• 電子メール  factotum-support@sfc.keio.ac.jp
• WEBサイト  http://nmcfact.sfc.keio.ac.jp/
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３SFC-CNS ガイドの 
版権・著作権について
SFC-CNSガイドは再利用を広く認めています。 
その具体的な範囲について、まとめています。

SFC-CNSの環境は、多くのフリーソフトウェア、フリードキュメント、パブリックドメインソフトウェアの恩恵を
受けています。

この恩恵に少しでも応えるため、SFC-CNSガイドは次のような方針に基づき、その再利用を広く認め、社会
に貢献していきます。

• 下記の再配布規定の基づく、複写、翻訳、改変、修正、引用を許諾します
• 下記の再配布規定に基づく、印刷、配布、販売を許諾します
• 希望者には、電子媒体で原稿を配布します（cns-guide-req@sfc.keio.ac.jpへの電子メールで受け付

けます）

方針

再配布を行う際は、次の2点を厳守してください。

• 出典の明記
• 本書の原稿が無料で公開されていることの明記

再配布の規定

本書の内容について、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス外からの問い合わせには基本的に対応しません。

また、本書の補足訂正情報の、キャンパス外への積極的な公開は行っていません。

１

２



４キャンパス内の設備一覧
キャンパス内の各所に設置されているCNSのPCについて、
利用可能な時間や、その設置目的、機器の詳細をまとめます。

平日は9:15～23:00、土曜日は9:15～19:00に開館しています。日曜および祝祭日は休館です。長期休業など
により開館日・開館時間が変更になる場合は、メディアセンターのWEBサイトに掲載されます。

メディアセンターには次の表の通り、PCとプリンタが設置されています。また多数のAV機器が設置されてお
り、VHSのダビングやDVDの編集も可能です。

（2011年 3月 現在）

⇨ http://www.sfc.lib.keio.ac.jp/

メディアセンター１

場所 用途 OS・機器 台数 名前

オープンエリア

一時利用 DELL Vostrro 200(Windows 7) 5 mcsupc01-05

スキャン専用 DELL Vostrro 200(Windows 7) 4 mcvspc01-04

映像編集用 Mac Pro(Mac OS X 10.6) 13 mchdmac01-13

音楽製作用 iMac(Mac OS X 10.6) 2 mcdamac01-02

一般利用
DELL PRECISION 490(Windows 7) 2 mcixp001-002

iMac(Mac OS X 10.6) 4 mczmac01-04

カラー印刷 カラープリンタ 2 colorprn

モノクロ印刷 モノクロプリンタ 2 monoprn

クリエイティブルーム
映像編集用 Mac Pro(Mac OS X 10.6) 11 crhdmac01-11

音楽製作用 Mac Pro(Mac OS X 10.6) 5 mcdamac03-07
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講義で利用している時間を除き、原則的に24時間利用が可能です。ただし、夏季一斉休業中と年末年始の
指定された期間はすべての特別教室が利用できなくなります。

特別教室への入室には学生証が必要です。学生証を所持していない場合、施設を利用できません。

また、午後11時から翌日の午前8時の間に利用する場合は、事前にWEBで「オンライン残留届」を提出しな
ければなりません。

特別教室２

場所 用途 OS・機器 台数 名前

κ18

作業用

iMac (Mac OS X 10.6) 40 zmac000-039

モノクロプリンタ 1 monoprn

ε17
iMac (Mac OS X 10.6) 40 zmac040-079

モノクロプリンタ 1 monoprn

ι18
iMac (Mac OS X 10.6) 40 zmac080-119

モノクロプリンタ 1 monoprn

ο17
iMac (Mac OS X 10.6) 40 zmac120-159

モノクロプリンタ 1 monoprn

λ11

2D CG

3D CG

CAD

HP Z400 Workstation(Windows 7) 41 ws00-44

モノクロプリンタ 1 monoprn

カラープリンタ 1 colorprn

λ18 動画編集
iMac (Mac OS X 10.6) 40 ispc000-039

モノクロプリンタ 1 monoprn

λ21 音楽製作
iMac(Mac OS X 10.6) 40 damac00-39

カラープリンタ 1 colorprn



 5 著作物の取扱いについて
このセクションでは、著作物を取り扱う際に注意したいことを
解説します。

ファイル交換ソフトウェア利用上の注意

現在P2Pファイル交換ソフトウェア(Winny, Share, LimeWire, Cabos)を通じた、音楽・映像・ソフトウェアの
不正な交換が社会問題となっています。これらのソフトウェアには、ダウンロードしたファイルを二アップロ
ードする機能を持つものもあり、その場合は違法行為となる可能性があります。また、違法著作物を含むフ
ァイルにはウィルス感染しているものも多く出回っています。2010年1月1日施行の改正著作法により、著作
権侵害の疑いのあるファイルをダウンロードする事に関しても一定の条件に合致すると違法になりました。
慶應義塾ITC本部は『P2Pファイル交換ソフトウェアの利用について』という規則を、全塾のネットワークに適
用しています。

ファイル交換ソフトウェアの利用は、教育・研究目的に限って許可されます。しかし、事前にITCへ利用申請書
を提出する必要があります。利用申請が必要なP2Pファイル交換ソフトウェアは『ITC本部の発表するリスト』
を参照してください。

著作物を適切に取り扱うこと

ファイル共有ソフトウェアなどを利用しての楽曲・映像の無断公開や、アプリケーションを不正にコピーする
ことは、それらの作者が持つ知的財産権を侵害することになります。侵害した場合、SFC-CNS利用内規に基
づきCNSアカウントが停止され、CNSにコンピュータを接続できなくなります。また、学則に基づいた処分も
行われます。

⇨ http://www.hq.itc.keio.ac.jp/P2P/

⇨ http://www.hq.itc.keio.ac.jp/P2P/list.html

著作物の取り扱い

著作物とは、思想または感情を創作的に表現したものです。例えば文章・音楽・絵画・プログラムなどが該当
します。CDやパッケージソフトウェアといった形で流通しているものだけが著作物ではありません。WEBペ
ージ上のコンテンツや授業のレポートなども著作物であり、誰かが著作権をもっています。形のないものを
守る権利は、著作権だけではなく肖像権・工業所有権などもありますが、ここでは主に著作権について説明
します。

１

２

３
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著作権の侵害

著作権とは「著作権者の許可しないところで著作物が勝手に使用・改変・複製されないよう著作物を守る権
利」です。レポートやWEBページの作成の際に援用・利用したりする資料は、すべて誰かが著作権を持ってい
ることに注意します。 次に挙げる例は、著作者の許可がある場合を除き、著作権を侵害しています。

• 書籍の•WEBページの一部を自分で作成したかのようにレポートに使用する
• 音楽および映像ファイルをアップロードする
• 友達が購入したソフトウェアを自分のコンピュータにインストールする
• テレビや実演の録画を無断でWEBページに掲載する

他者の著作物は、引用という形をとれば許可を取らずに利用できます。引用とは、報道・批評・研究などの目
的で他者の著作物を部分的に転載することです。例えば、レポート中で他の文献を部分的に参照する場合な
どがこれにあたります。引用の際は次の条件を満たす必要があります。

• 出所と著作者名を明記すること
• 本文と引用部分が明らかに区別できること
• 著作物を引用する必然性があること
• 引用の範囲に必然性があること
• 質的量的に、引用する部分が従であり、引用先が主であること
• 引用元が公表された著作物であること

正しく引用する

著作権法上の権利の目的とならない
著作物を利用する

国や地方自治体、独立行政法人の発行した告示や訓令、通達などは著作権法の対象とされていません。
そのため著作者は存在しますが、許可を得なくても利用できます。

オープンコンテントを利用する

インターネットで流通している著作物の中には、著作者が著作物を共有した状態に置いているものがあり
ます。このような著作物は「オープンコンテント」と呼ばれ、一般的な著作物より自由に利用できます。

著作物が広く自由に利用されることを許す著作者が、数多くのオープンコンテントを公開しています。これら
の中には次に示すような共通利用規約のもとに配布されているものもあります。利用の際は利用規約をよ
く読み、有効に活用しましょう。

利用規約の名前 アドレス

クリエイティブ・コモンズ・ライセンス http://www.creativecommons.jp/

GNU一般公衆利用許諾契約書 http://www.opensource.jp/gpl/gpl.ja.html.euc-jp

GNUフリー文書利用許諾契約書 http://www.opensource.jp/fdl/fdl.ja.html

4 - 1

4 - 2

4 - 3

4 - 4



 6 フリーソフトについて
このセクションでは、ウェブ上で無料配布されているSFC生活
に役立つソフトを紹介します。

OpenOffice.orgを使う１
以下のWEBサイトからOpenOffice.orgをダウン
ロードすることができます。

OpenOffice.orgはレポート、PDFを作成するこ
とができるフリーソフトです。

OpenOffice.orgを使う１１１

Rを使う２
以下のWEBサイトからRをダウンロードすること
ができます。

Rはフリーの統計ソフトです。

⇨ http://ja.openoffice.org/download/

⇨ http://www.r-project.org/





SFC CNS ガイド2011
©1993-2011　慶應義塾大学 

発行日 2011年４月１日

編集  SFC CNSガイド編集委員

   〒 252-0882 神奈川県藤沢市遠藤 5322

  0466 (49) 3424

  cns-guide-req@sfc.keio.ac.jp

印刷  大日本印刷株式会社


